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兵庫県川西市で2014年に開
業した当院は、精神科、心

療内科として当初は１診体制で開
始しましたが、徐々に業務を拡大
してきました。外来と訪問で１日
約80人（うち新規患者は平均2.5
人）を診ており、年齢層は7～100
歳と幅広く、精神疾患から神経症
まで主訴は多種多様です。
増えていく需要に応えるため開

業３年目に現在の副院長を雇用し、
２診体制を敷きました。また、午
前と午後の診療の間に行う訪問診
療も手伝ってもらい、外来・訪問
ともに件数を増やしていきました。
そして、７年目には児童思春期

の診療対応ができる女性医師を採
用して「児童思春期外来」を設置し
ました。専門外来の設置により診
療範囲が広がりましたので、さら

に公認心理師や精神保健福祉士も
新たに採用し、外来体制を拡充し
ました。こうして人員が増えたこ
とで院内も物理的に手狭になり、
20年ごろから移転を検討するよう
になりました。
最初の開業地は駅から徒歩数分

のビルのテナントで40坪ほどでし
たが、駅周辺物件を探していたと
ころ、開業コンサルタントから駅
直結の医療モール建設が計画され
ているという情報を入手。70坪程
度の敷地が確保できることがわか
りました。
それまで診察室は２室でしたが、
その物件なら４診体制まで間取り
がとれること、駅直結のため雨の
日も濡れる心配がなく、予約のキャ
ンセル率の減少も期待できたので、
坪単価はこれまでの1.5倍でした
が、移転を決意しました。
本院移転にあたっては、遡及制
度を適用して診療請求が滞りなく
処理されるように医師会にも相談
し、都道府県や厚生局への届出書
類の調整も行いました。また、移
転を機に電子カルテも見直し、新
しいシステムに切り替えました。
一方、医師の増員がきっかけと
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はいえ、診察室を増やすためには
追加のスタッフが必要です。ハロー
ワークや求人サイトの無料掲載の
ほか、人材紹介会社などもフル活
用して新たに採用したスタッフに
対して研修を行い、移転後のスムー
ズな診療継続に備えました。もち
ろん、契約や各種届出に関する行
政書士との調整も私の仕事です。
移転当日は１日半休診とし、運
搬できるものは自分たちで行い、
それ以外は引っ越し業者に依頼し
ました。移転前の場所とは徒歩数
分の距離だったので甘く見ていた
のですが、今となっては、もう少
し移転作業のため長めに休診を設
けてもよかったかもしれないとい
うのが、反省点です。
新型コロナウイルス感染症が流

行し始めた時期だったため、内覧
会などの広報活動がほぼできず、
移転のことを地域へ十分に周知で
きなかった点も残念でした。
とはいえ、どうにか移転を完了

し、非常勤だった医師も常勤に登
用して落ち着いて診察してもらえ
る環境を整えることができたのは、
大きな収穫です。常勤医が増えた
ことで院長が休みの日も診察が回
せるため、患者さんも安心して来
院できるようです。
今後の経営状況を見ながら、新

たな事業展開も考えていきたいと
思います。

診療所事務長はどんな仕事をしているのか。そんな疑問
に、一般社団法人診療所事務長会のメンバーが答える。
52回目は、医療法人社団直恵会の中西亮氏だ。

一般社団法人診療所事務長会
https://cl-manager.com/
2016年1月発足の診療所事務長の会。
診療所事務長や院長などが集まり月1回の
勉強会を開催しているほか、日々の仕事に
ついても互いに助け合っている

なかにし・りょう●新卒で精神科病院に入職。 
12年間精神保健福祉士として現場業務に携わ
り、グループリーダーも経験。その後、１年半、
医療・福祉系専門学校の専任教員として教壇
に立つ。地域医療の実践がしたいという思いで
教員を退職し、現在の診療所事務長に就任。
診療所事務長会では理事を務める

診療所事務長の仕事術第52回


